
1８

イセエビＰα""/か"ｓノ”o"i“ｓのフィロゾマ幼生の

脱皮と成長について

税所俊郎

NotesontheEarlyDevelopmentofPhyllosomaofHm""γ"sj〃0"j‘"s

ToshioSAIsHo

Ａｈｇｈ･act

１．Inthesummerofl961,theauthorrearedthenewlyhatched-outlarvaeofJapanese

spinylobster,Ｐα”"γ“j‘ｗ"j‘us,inthelaboratory,usingbrineshrimpsastheirfbod、Dur‐

ingnmetydaystheyunderwentecdysｉｓｔｅｎｔｉｍｅｓ，DeVelopmentandgrowthofthelarvae
aredescribed’

２．Ａｔｔｈｅｅｌｅｖｅｎｔｈｓｔａｇｅｏｆphyllosoma,thelarvaereached5､７mminbodylengthand

showedthefbllowingmorphologicalfeatures：metamerizationsof，thefirstandsecond

antennae，fbrmationofanexopoditeandanendopoditeofthefourthleg，ａｐｐｅａｒａｎｃｅｏｆ

ｔｈｅｐｒｉｍｏｄｉｕｍｏｆｔｈｅｆｉｆｔｈｌｅｇａｎｄｔｈｅｔｈｏｒａｘｗｈｉｃｈｉｓｗｉｄｅｒｔｈａｎｔｈｅｈｅａｄ，

３．Ａlthoughithasbeenclaimedelevenorthirteenstageswilloccurbefbrethemeta-

morphosesintothePuerulus,judgingfromthedi錐renceinthemorphologybetweenthe

eleventhstagephyllosomaandthelaststagelarvae，ｔｈｅａｎｉｍａｌｐｒｏｂａｂｌｙｕｎｄｅｒｇｏｅｓｍｏｒｅ

frequentecdysesduringthephyllosｏｍａstage，

イセエビ類フィロゾマ幼生の生活史については従来主として採集標本の集積から変態や成

長等の想定が行われてきたが，何れも断定的な根拠はないまま未解決の分野として残され今

日に至っている．近年フィロゾマ幼生を飼育成長せしめることによりその生態を明らかにす

る方法が試みられ，既に野中忠。他（1958）がイセエビについて始めてその初期の脱皮と

成長を観察した．それ以来２，３のフィロゾマ幼生でその初期変態が明らかにされている．

著者は１９６１年夏，イセエビの幼生飼育を試みたところ，１０回迄の脱皮をさせることがで

き，その間，各期における形態の変化と成長を観察した．フイロゾマ幼生の脱皮及び成長は

栄養その他の飼育条件で多少変動することが考えられるがここではその飼育結果の１例を報

告する．

本実験を行うにあたり終始適切な御指導を頂いた鹿児島大学水産学部今井貞彦教授,及び

原稿の御校閲を頂いた和田清治教授に対して深謝の意を表する．

幼生飼育の概要

1961年８月，抱卵中のイセエビを鹿児島市外，桜島水族館に収容飼育したところ，８月４

日に瀞化したので研究室に持ち帰りブラインシュリンプ幼生を与えつつガラス水槽で止水飼

育した．その結果，始め20個体の幼生が，最後に３個体となり第11期で死滅する迄の90日間

における幼生各期の脱皮と成長を観察した．今回の実験では幼生を各容器（10×15×13ｃｍ）
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に１個体ずつ収容し水温を26｡～29°Ｃの範囲に保ちつつ清浄海水で飼育した．この個別飼育

によると各個体の行う脱皮や回数等の記録が容易で，叉，脱皮直後の衰弱時に受け易い他の

個体からの攻撃に対しても全く安全であった．飼料としてはブラインシュリンプの雁化直後

のもののみを用いた．飼育中死亡する幼生は脱皮時に殻から完全に離脱し得ず体の自由を失

ってしまう個体に最も多く，次に脱皮の予定日を経過しても脱皮をしない個体，及び，全く

原因不明のまま死亡する個体の順に少くなった．脱皮毎におこる幼生の成長はTable2に示

す通りである．叉，脱皮迄の間隔は初め５～６日であるが，回を重ねる毎に次第に延び，第

10回目では平均13日を要した．これら脱皮の間隔や各期毎の生存数をＴａｂｌｅｌに示した．

Table１．Periodofstagesandthesurvivednumberofphyllosomalarvae．
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幼生各期の形態

第１期幼生（体長１．３８ｍｍ～1.48ｍｍ）（Fig.１）

イセエビの第１期フィロゾマ幼生の形態については既に，中沢（1917)，木下（1931)，野

中・他（1958）等も述べているが今回の観察結果をも含めて，ここにその特徴を記す．前体

部（頭部）は肩平，梨形状で後方にひろくなり口器付近で最も巾が広い．眼部は根棒状で分

節はない．第１触角は第２触角より長く約1.4～1.6倍で共に分節はない．後休部（胸部）は

縦にやや長い楕円形で前体部に比べて小さい．第１顎脚は甚だ小さく１小突起として存す

る．第２顎脚は４節からなり外肢はない．第３顎脚は次の歩脚に類似しており内肢，外肢に
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税所：イセエビのフィロゾマ幼生の脱皮と成長
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分れ，内肢は４節，外肢は２節よりなり外肢先端は更に３小節に分れ３対の羽状刺毛を有す

る．第１及び第２歩脚はほぼ同形で外肢が発達しその先端は羽状刺毛を有する．第３脚は長

く，体長の２倍以上あり，外肢は第２節３分の１の所に小突起して存する．第３顎脚及び第

１～３歩脚の基節腹面には各々１疎を有し顎脚のそれはやや小さい．腹部は小さく分節もな

く末端両側で突起し数本の短刺毛がある．中沢（1917）は第３歩脚の外肢起点に分節を認め

ているが今回の幼生では認められず第３期になって始めて分節した．
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Ｆｉｇ．１．Ｓｔａｇｅｌ Fig.２．ＳｔａｇｅＶＩ

第２期幼生（体長1.60～1.80ｍｍ）

第３顎脚及び第１～第３歩脚の外肢が各々発達し始める．特に第３歩脚の外肢は伸長し先

端に２～３対の刺毛をもつがまだ分節は生じない．眼部には１分節を生じ眼柄部と眼球に分

れる．その他は第１期にほぼ同じ．

第３期幼生（体長2.10～２．３５ｍｍ）

第１触角基部に１分節を生じる．第３歩脚は外肢起点で１分節を生じ外肢先端の羽状刺毛

は３～４対になる．その他は第２期に同じ．

第４期幼生（体長2.40～2.70ｍｍ）

この時期になると前体部は前後に伸び始め後体部では巾が増加し始める．第３歩御の外肢

は１分節を生じ先端には４～５対の羽状刺毛を有する．第４歩脚の原基が腹部の脇に生じ
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る．その他は第３期にほぼ同じ．

第５期幼生（体長3.02～3.22ｍｍ）

第２触角の中央附近に１分節を生じる．第１顎脚は依然として痕跡的．第３歩脚，及び第

１～３歩脚の外肢は更に刺毛が増加し，瀞泳器官として発達する．第４歩脚はやや伸長する

が分節はまだない．他は第４期とほぼ同じ．

第６期幼生（体長3.20～3.70ｍｍ）（Fig.２）

第１触角には更に１分節を生じる．後体部の巾が増加し前体部とほぼ等しくなる．第１及

び第２歩脚の外肢は各々10対以上の刺毛を持つに至る．第４歩脚は伸長を続けるが分節はま

だない．個体によっては先端が分岐し，外肢原基を有する．腹部の発達はおくれ，体節等も

ない．他は第５期とほぼ同じ．

第７期幼生（体長３．７５～４．０５ｍｍ）

第１触角は３節の中，基部の２節が触角柄となり，最上部の１節は外鞭状となる．先端に

数本の刺毛を有する．後休部の巾は前体部より僅かに広くなる．第４歩脚先端が分れて内

肢，外肢を形成する．その他は第６期とほぼ同じ．

第８期幼生（体長４．２０～４．５５ｍｍ）

第４歩脚は発達して４節からなるが，外肢の起点部では分節せず，先端の刺毛もない．後

休部は巾の増加と共に後部で僅かに湾入が始まる．

第９期幼生（体長４．６５～４．９０ｍｍ）

第４歩脚基節腹面に１小疎を生ずる．第３顎脚及び第１～第４歩脚の外肢は勝泳器官とし

ての発達を続け各々８，１２，１３，１１，７対の羽状刺毛をそなえる．その他は第８期に同じ．

第10期幼生（体長５．１５～５．２７ｍｍ）

後体部の巾の増加と後部での響入が引続きみられる．第４歩脚の外肢刺毛は10対に達す

る．第５歩脚原基が腹部脇の壁入部分に出現する．

第11期幼生（体長5.40～5.67ｍｍ）（Fig.３）

第１触角外鞭部の伸長がみられる．第２触角は第１触角柄部に達する．前体部は後体部よ

り明らかに巾がせまい．第１顎脚は小突起状，第２顎脚は５節からなるが外肢はまだ形成さ

れない．第３顎脚及び第１～第４歩脚は何れもよく発達し，基節に各々１疎，各外肢には発

達した羽状刺毛を有す．胸部後方は湾入し第５歩脚は前の期に較べてやや伸長するが芽胞状

で分節もない．腹部の発達はおくれており皮下でその体節が僅かに認め得るに過ぎない．

考察

今回の飼育実験における問題の一つはこれら飼育した幼生が正常な発育をしたか否かの点

にある．実験上得られた結果では体長その他の発育が従来の予想に較べておくれているが，

この点については更に今後確かめてみたい．今回の幼生はその飼育期間中，栄養不足に起因

する体駆の不整化や顎脚歩脚等付属肢の歪小化等，少くとも外観上の障害を示すことなく脱

皮と成長を繰返した．今迄の経験によると比較的健全な幼生のみが脱皮可能であったし，

もし何かの原因で予定期日に脱皮しない個体は間もなく死滅するのが常であったから前後1０
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回の脱皮を行い，最高90日生存し得たこれらの幼生は一応正常に近い発育を示しているので

はないかと考えている．

形態の変化は第４期迄は体長に差のある外はカノコイセエビの場合（SAIsHoandNAKA‐

HARA,1960）と殆んど同様であった．胸部の巾が頭部より大きくなるのは第６期以降で，胸

部後方の湾入は第８期から以後に見られる．

従来の記載によるとPANuLIRus属フイロゾマ幼生の後期は体長約２８ｍｍに達し（大

島，1942）今回の第11期幼生の形態に更に，第１，第２触角の各外鞭の発達，第１顎脚・第
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２顎脚外肢・第５脚等の形成，腹部の発達と付属肢の出現等が加わる筈で，プエルルス期に

至る迄の脱皮回数は11期（GuRNEY,1936)，１３期（野中・他，1958）よりも増加することが

考えられる．叉，これはプエルルス期到達迄の期間も予想より長いことを思わせる．飼育し

た幼生には同じ脱皮回数のものでも体長及び付属肢の発達程度に個体差があり確認した脱皮

の記録以外には期数を区別できぬ場合もあった．この様な個体差は脱皮回数が進む程増加す

る傾向があるので変態直前の頃には個体による成長差がかなり開き，変態迄の脱皮総数はあ

る巾を持つに至るのではないだろうか．脱皮回数が多ければ採集標本による幼生各期の判別

にも限度が考えられる．結局フイロゾマ幼生の変態過程を調べる決定的な方法は幼生を飼育

することによって鰐化直後からプエルルス期迄の多数の標本を揃えることでありこの方法に

よってのみ幼生の生活史は明らかにし得るのではないだろうか．
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